






最新の気象状況把握が冬山登山の命綱j
~大雪、なだれ、急激な気象変化などに細心の注意を~

冬山の天気は、平地とは比較にならないくらい急

激な変化をし、悪天が数日継続することも少なくあ

りません。特に低気圧が通過し、その後、強い冬型

の気圧配置になる場合、強風や吹雪、短時間での大

雪、なだれ、急激な気温低下が起こります。

例として平成22年の年末の天気図を示します。

12月20日頃から、低気圧が繰り返し発達しながら

日本付近を通過し、周期的に冬型の気圧配置となり

ました。特に12月30日は西日本を中心に強い寒気

が入り、 12月31日から 1月1日にかけて日本付近

平成22年12月30日

気象情報の種類と内容

は強い冬型の気圧配置となり、山陰地方などで記録

的な大雪となりました。12月31日には鳥取県で表

層なだれによる事故が発生しました。年末年始など

の休日を利用し、冬山登山を予定する場合は、登山

の数日前から、最新の気象f静Eで天気や積雪の状況
などを確認し、ゆとりある計画を立てることが必要

です。

さらに、登山中も常に最新の気象f静置を利用して、
どのような天気になるのかを把握し、気象の急変等

に備えた適切な判断や行動が必要です。

ヰ城22年 12月31日 ヰ破23年1月1日

様々な気象の情報は、常に最新のものを利用することが大切です。ラジオやテレビ、電
話 177のほか、インターネットや携帯電話サービスを利用した情報入手も可能です。
気象庁のホームページ(http:llwww.jma.go.Jp)では、警報 ・注意報や天気予報、気象情報などは
もちろん、アメダスによる各地の気象状況、最新の天気図、24時間後、48時間後の予想天気図を
確認することができます。また、国土交通省防災情報提供センターのホームページは、 携帯電話で
も確認できます (http:llwww.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.htm1)。

アメダス実況(積雪深、 気温など) 実況天気図 48時間後の予想天気図 、
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主な山岳地の登山についての問い合わせ

各地域の情報は地方気象台にお問い合わせ下さい。 庁生活安全局地域課

“持ち帰ろう， ， 自分のゴミと思い出を， ， " 



登山計画書(登山届)
年 月 日

血阜

目的の山域・山名

人山日

氏名
役割|一一一一一

生年月日

|最終下山田(予備日含む)

性別|年令i一一一一一一一生直一一一一一一---1------一一塁皐連経主:昆主……ー
電話(携帯電話 住所または電話(携帯電話)

日程 行動予定

(1 ) / 

(2) / 

(3) / 

(4) / 

(5) / 

荒天・非常時

対策

ヱスケイブルート

。所属している山岳会・サークルについてを記入してください。

団体名

所属

代表者氏名

代表者住所

代表者電話

代表者携帯電話

捜索費用にあてる保険加入の有無

山岳連盟(協会)緊急連絡先

氏名

住所

電話

救助体制

ありなし 保険会社名

ある( 名) なし



(概念図)

ァント(型・人用・張)

ツエルト(人用圃張)

ロープ(m-本)

通信機器(台-MHZ)

食料(日分) (予備食含む)

非常食(日分)

燃料(日分)

(その他連絡事項)

提出先 塞庭、クラブ(山岳会)、職場、学校など

山域の号事山指導センターや案肉所、登山口の登山届ポストなど

軍事山地域の都遭府県警察本部地域課(北海道を除き県庁所在地にあります)

または山域存管鐘する警察署、交番、駐在所

注意 登山計画書を提出したところには、必ず下山の報告をすること

条例に基づく登山届出(提出義務があります)は所定の届出先に提出すること

※登山計画書の記入例については、(社)日本山岳協会のホームページまで

httc・//www.ima-sane:aku.ore:/ 




